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医
学
文
化
史
研
究
と
は
医
学
と
文
化
の
相
互
関
係
史
の
研
究
を
い

う
。
の
ち
文
化
に
哲
学
・
宗
教
・
社
会
・
科
学
技
術
・
政
治
な
ど
医

学
外
の
諸
因
素
を
広
く
包
括
さ
せ
、
「
外
史
研
究
」
と
も
称
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
医
学
自
身
の
内
部
発
展
史
の
研
究
を

「
内
史
研
究
」
と
い
う
。
中
国
で
は
国
外
史
学
の
影
響
に
よ
り
、
一
九

八
○
年
代
か
ら
医
学
文
化
史
の
研
究
が
重
視
さ
れ
始
め
た
。
そ
れ
は

発
表
さ
れ
た
論
文
、
専
門
書
の
出
版
、
学
術
会
議
の
開
催
、
科
研
費

等
の
研
究
助
成
テ
ー
マ
、
大
学
院
生
の
育
成
、
お
よ
び
台
湾
の
関
連

研
究
な
ど
か
ら
分
か
る
。

一
発
表
論
文

『
中
華
医
史
雑
誌
」
に
は
一
九
八
七
～
一
九
九
六
年
に
関
連
の
論
文

一
○
篇
が
掲
載
さ
れ
、
宋
政
府
と
医
薬
、
社
会
と
疫
病
、
儒
学
と
医

学
の
関
係
な
ど
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
一
九
九
七
～
二
○
○
六
年
の

一
○
年
間
で
は
関
連
論
文
が
五
○
篇
に
増
加
、
一
九
九
七
年
と
二
○

○
五
年
に
は
張
慰
豐
・
朱
建
平
が
論
評
「
医
学
文
化
史
研
究
の
進
展
」

「
中
国
医
学
史
研
究
新
視
野
の
開
拓
」
を
発
表
し
、
医
学
文
化
史
・
医

学
史
外
史
研
究
の
進
展
を
提
唱
し
た
。
そ
の
他
の
論
文
で
は
宋
の
明

理
学
、
「
管
子
」
と
中
医
、
仏
教
・
道
教
と
方
剤
、
第
二
次
大
戦
が
ア

メ
リ
カ
医
学
教
育
に
及
ぼ
し
た
影
響
な
ど
を
論
じ
て
い
る
。

「
自
然
科
学
史
研
究
」
誌
に
は
哲
学
・
数
学
と
経
絡
学
説
、
ア
メ
リ

最
近
一
一
十
年
の
中
国
に
お
け
る
医
学
文
化
史
研
究
の
概
要

朱
建
平

力
人
宣
教
師
と
中
国
看
護
学
な
ど
の
論
文
。
「
中
国
科
技
史
雑
誌
」
に

は
『
喫
茶
養
生
記
」
に
つ
い
て
、
「
科
学
対
社
会
的
影
響
」
誌
に
は
科

学
が
中
医
に
及
ぼ
し
た
影
響
の
論
文
な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

「
医
学
与
哲
学
』
に
掲
載
の
関
連
論
文
は
三
○
篇
あ
り
、
程
朱
理
学

と
節
欲
、
哲
学
と
「
内
経
」
、
宗
教
と
医
療
、
社
会
と
骨
科
な
ど
を
論

じ
る
。
「
南
京
中
医
薬
大
学
学
報
」
に
は
哲
学
・
宗
教
・
社
会
お
よ
び

文
化
と
医
学
に
関
係
す
る
論
文
二
二
篇
が
載
り
、
内
容
は
「
周
易
』
、

道
教
、
晋
唐
社
会
政
治
と
医
学
発
展
な
ど
。
『
医
古
文
知
識
』
に
は
関

連
論
文
四
○
篇
が
載
り
、
老
子
哲
学
思
想
、
儒
道
仏
と
中
医
学
、
清

代
経
学
と
中
医
学
術
な
ど
を
論
述
し
て
い
る
ｃ

こ
の
二
十
年
に
発
表
さ
れ
た
当
分
野
の
論
文
は
一
六
○
篇
あ
ま
り

あ
っ
て
、
医
学
史
と
哲
学
（
三
○
％
）
・
宗
教
（
二
九
％
）
・
文
化

（
二
八
％
）
・
社
会
（
一
○
％
）
・
科
学
技
術
（
三
％
）
な
ど
の
関
連

を
議
論
し
て
い
た
。

二
専
門
害
の
出
版

関
連
の
専
門
書
で
も
性
々
に
し
て
哲
学
・
宗
教
・
科
学
技
術
・
社

会
の
諸
方
面
に
論
及
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
「
中
国
古
代
文
化
与
医

学
」
「
中
国
伝
統
文
化
与
医
学
』
「
中
国
医
学
文
化
史
」
「
中
医
与
伝
統

文
化
」
な
ど
の
書
で
あ
る
。
一
方
、
哲
学
・
宗
教
・
社
会
と
医
学
を

議
論
す
る
書
、
た
と
え
ば
「
易
学
与
中
医
」
「
論
医
中
儒
道
仏
』
「
清

代
江
南
的
癌
疫
与
社
会
」
「
薬
林
外
史
」
な
ど
も
出
版
さ
れ
た
。

三
学
術
会
議

関
連
の
学
術
会
議
が
あ
い
つ
い
で
開
催
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば

「
医
薬
と
文
化
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
一
九
九
三
・
一
九
九
六
・
一
九
九
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台
湾
の
一
部
史
学
者
は
中
央
研
究
院
の
歴
史
語
言
研
究
所
を
一
大

学
術
セ
ン
タ
ー
と
し
て
医
療
社
会
史
の
研
究
を
展
開
し
、
か
な
り
大

き
な
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。
同
研
究
所
で
は
一
九
九
二
年
に
「
疾

病
・
医
療
と
文
化
」
研
究
グ
ル
ー
プ
が
結
成
さ
れ
、
一
九
九
七
年
に

生
命
医
療
史
研
究
室
が
設
立
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
同
所
で
は
一
九
九

九
・
二
○
○
一
・
二
○
○
一
年
に
開
催
さ
れ
、
そ
の
論
文
集
も
出
版

さ
れ
た
。
二
○
○
三
年
に
は
北
京
大
学
で
第
一
回
「
中
国
医
学
社
会

史
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
開
催
さ
れ
た
。
二
○
○
六
年
三
月
か
ら

は
「
双
中
北
（
中
国
を
冠
す
る
機
関
二
つ
と
北
京
を
冠
す
る
機
関
二

つ
の
意
味
）
医
史
講
座
」
が
中
国
中
医
科
学
院
中
国
医
史
文
献
研
究

所
な
ど
の
共
催
で
毎
月
一
回
開
催
さ
れ
、
こ
れ
に
は
外
史
シ
リ
ー
ズ

も
あ
る
。
二
○
○
六
年
に
は
天
津
の
南
開
大
学
で
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
「
社
会
文
化
視
野
下
の
中
国
疾
病
医
療
史
」
が
開
催
さ
れ
た
。

四
研
究
助
成
テ
ー
マ

国
家
哲
学
社
会
科
学
基
金
・
中
国
科
学
院
・
中
国
中
医
研
究
院
で

は
関
連
の
研
究
テ
ー
マ
を
助
成
し
て
き
た
。
た
と
え
ば
「
中
医
薬
学

中
の
儒
道
仏
思
想
研
究
」
「
中
国
近
代
疾
病
の
社
会
史
研
究
」
「
中
医

方
剤
学
と
古
代
哲
学
・
科
学
技
術
・
社
会
文
化
に
お
け
る
諸
因
子
相

関
性
の
研
究
」
な
ど
が
あ
る
。

五
大
学
院
生
の
育
成

中
国
中
医
研
究
院
・
黒
龍
江
中
医
薬
大
学
な
ど
で
は
、
修
士
・
博
士

課
程
院
生
の
研
究
テ
ー
マ
と
し
て
「
儒
学
・
仏
教
の
中
医
に
対
す
る
影

響
」
「
哲
学
・
道
家
と
中
医
薬
学
の
関
係
」
な
ど
指
導
し
て
い
る
。

六
台
湾
の
関
連
研
究

以
上
を
要
す
る
に
、
中
国
に
お
け
る
最
近
二
○
年
の
医
学
文
化
史

（
外
史
）
研
究
は
、
ま
す
ま
す
重
視
さ
れ
て
き
た
と
い
え
る
。
た
だ
し

研
究
が
個
人
、
王
体
で
分
散
し
て
お
り
、
組
織
・
計
画
・
研
究
レ
ベ
ル

の
深
度
が
足
り
な
い
な
ど
の
問
題
も
あ
り
、
こ
れ
ら
は
今
後
さ
ら
に

強
化
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

（
真
柳
誠
翻
訳
）

（
平
成
十
九
年
一
月
例
会
）

八
年
に
「
中
国
十
九
世
紀
医
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
、
一
九
九
九
年
に

「
養
生
・
医
療
と
宗
教
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
「
建
康
と
美
の
歴
史
シ
ン
ボ

ジ
ゥ
ム
」
、
二
○
○
三
年
に
「
巫
者
の
形
象
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
「
占
卜

と
医
療
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
、
二
○
○
四
年
に
「
宗
教
と
医
学
シ
ン
ポ
ジ

ゥ
ム
」
を
開
催
し
た
。
一
方
、
「
新
史
学
」
誌
を
一
九
九
○
年
に
創
刊
、

以
来
三
○
篇
の
医
学
史
論
文
を
掲
載
し
、
多
く
は
外
史
の
研
究
で
あ

る
。
う
ち
一
九
九
九
年
第
四
号
は
一
身
体
の
歴
史
」
特
集
号
だ
っ
た
。


